
2022年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
2022年２月14日

上 場 会 社 名 マーチャント・バンカーズ株式会社 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 3121 URL https://www.mbkworld.co.jp

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長兼CEO (氏名) 小貫 英樹

問合せ先責任者 (役職名) 代表取締役副社長CFO兼財務経理部長 (氏名) 高崎 正年 (TEL) 03-6434-5540

四半期報告書提出予定日 2022年２月14日 配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有

四半期決算説明会開催の有無 ：無
　

(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 2,288 118.9 308 8,313.4 217 ― 149 ―

2021年３月期第３四半期 1,045 △33.9 3 △97.6 △61 ― △197 ―
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 166百万円( ―％) 2021年３月期第３四半期 △211百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 5.29 ―

2021年３月期第３四半期 △7.09 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第３四半期 10,857 4,207 38.7 142.43

2021年３月期 10,517 3,473 32.8 123.80
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 4,200百万円 2021年３月期 3,449百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00

2022年３月期 ― 0.00 ―

2022年３月期(予想) 2.00 2.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,650 62.0 450 104.6 350 163.4 230 ― 8.24
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ― 社（社名） 、除外 ― 社（社名）
　

期中における重要な子会社の異動に関する注記
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用に関する注記
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

会計方針の変更に関する注記
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 29,489,890株 2021年３月期 27,881,656株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 45株 2021年３月期 14,538株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 28,177,989株 2021年３月期３Ｑ 27,867,203株

　
発行済株式数に関する注記

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・将来に関する記述等についてのご注意
　本資料における業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する
　一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な
　要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての
　注意事項等については、添付資料P.3 「１．当四半期決算に関する定性的情報（３） 連結業績予想などの将来
　予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間(以下「当第３四半期」)における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大によ

り経済活動の抑制が継続される中、新型コロナウイルスワクチン接種が本格化し、景気への回復基調の兆しが見ら

れ、経済活動の正常化に向けた動きへ期待感が高まりつつある状況にありました。しかし、直近においては、新た

な変異株による国内感染者急増への警戒感が高り、先行きは未だ不透明な状況となっております。

当社グループの主要な事業領域についてみると、国内外の金融・不動産市場におきましては、日本銀行を中心と

した金融緩和策を背景に安定的な市場環境が継続しております。ホテル・レジャー市場では、緊急事態宣言の影響

により、個人所得の減少による消費マインド低下や顧客獲得の競争など、依然として厳しい経営環境が続いており

ますが、新型コロナウイルスワクチン接種の普及に伴い、景気回復が期待されます。

このような経済状況のもと、当第３四半期の当社グループは、新型コロナウイルス感染症拡大による事業活動へ

の制約を受けながらも、国内及び海外への企業投資を積極的に行い、オペレーション事業における各拠点の採算向

上など、安定的な収益力を強化するための取り組みを進めてまいりました。

以上の結果、当第３四半期の当社グループの業績は、当社が保有する収益用不動産物件の一部を売却し、更には、

国内及び海外事業に対する投資収益が大きく貢献し、売上高は前年同期に対して118.9％増加し2,288百万円となり

ました。各段階利益については、営業利益308百万円(前年同期比8,313.4％増)、経常利益217百万円(前年同期は経

常損失61百万円)、親会社株主に帰属する四半期純利益149百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失

197百万円）と大幅な黒字へと転換することができました。

報告セグメントごとの業績及び直近の状況は、次の通りであります。

(マーチャント・バンキング事業)

当社グループは、当事業部門におきまして、主に国内外の企業及び不動産向けの投資事業を営んでおります。

当第３四半期は、当事業部門の収益の柱であります賃貸用不動産から得られる賃貸収入は、新型コロナウィル

ス感染症の影響を受けることなく安定的に推移しました。また、国内及び海外企業からの投資収益、更には、収

益用不動産を一部売却した結果、前年同期と比較して、売上高2,311百万円(前年同期比313.4％増)、セグメント

利益520百万円(前年同期比136.6％増)の増収増益となりました。

(オペレーション事業)

当社グループは、当社、株式会社ホテルシステム二十一(連結子会社)及び株式会社ケンテン(連結子会社)にお

いて、宿泊施設、ボウリング場、インターネットカフェ店舗及び服飾雑貨店の運営、並びに給食業務の受託を行

っております。

当第３四半期は、長期化する新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けつつも、新型コロナウイルスワクチ

ン接種の開始により各事業所全般の業績が持ち直した結果、前年同期に対し、売上高は505百万円（前年同期比

2.5％増）、セグメント損失は45百万円（前年同期はセグメント損失85百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資 産)

当第３四半期連結会計期間末における総資産は10,857百万円で、前連結会計年度末に比べ339百万円増加してお

ります。主な変動要因は、現金及び預金の増加1,134百万円、有形固定資産の減少504百万円、営業投資有価証券

の減少303百万円によるものであります。

(負 債)

当第３四半期連結会計期間末における負債残高は6,649百万円で、前連結会計年度末に比べ394百万円減少して

おります。主な変動要因は、長期借入金（１年内返済予定のものを含む）の減少408百万円、その他流動負債の増

加45百万円によるものであります。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産残高は4,207百万円で、前連結会計年度末に比べ733百万円増加し

ております。主な変動要因は、新株予約権の行使により資本金が341百万円、資本剰余金が341百万円増加したこ

とによるものであります。

この結果、自己資本比率は38.7％（前連結会計年度末は32.8％）となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期通期の連結業績予想につきましては、2021年５月14日に公表しました「2021年３月期 決算短信〔日

本基準〕（連結）」の業績予想値を2021年６月28日付で修正いたしました。2021年６月28日に公表しました「業績予

想の上方修正に関するお知らせ」通りであります。

　なお、当社グループにおきましては、新型コロナウイルスの感染症拡大の影響は継続しつつも、新型コロナウイル

スワクチン接種が進んでいることを加味し、2021年12月頃に収束・回復に向かい、2022年以降は例年並の需要が見込

まれるものと推測しております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 523,535 1,657,656

受取手形及び売掛金 67,637 75,160

営業投資有価証券 303,359 -

商品及び製品 1,397 1,549

原材料及び貯蔵品 6,014 8,082

その他 119,474 109,742

流動資産合計 1,021,417 1,852,190

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,969,099 4,628,674

土地 4,355,620 4,191,610

その他（純額） 61,090 60,947

減損損失累計額 △123,450 △123,450

有形固定資産合計 9,262,360 8,757,782

無形固定資産

のれん 38,520 34,531

その他 5,267 6,138

無形固定資産合計 43,787 40,670

投資その他の資産

投資有価証券 97,703 49,650

敷金及び保証金 42,906 44,641

その他 49,469 112,114

投資その他の資産合計 190,079 206,407

固定資産合計 9,496,227 9,004,859

資産合計 10,517,645 10,857,050
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 31,981 38,451

1年内返済予定の長期借入金 307,852 284,833

未払金 51,805 9,749

未払費用 36,578 48,891

その他 57,824 102,878

流動負債合計 486,041 484,805

固定負債

長期借入金 6,486,506 6,100,590

長期預り敷金保証金 46,768 44,994

その他 24,761 19,506

固定負債合計 6,558,036 6,165,091

負債合計 7,044,077 6,649,897

純資産の部

株主資本

資本金 2,848,568 3,190,167

資本剰余金 509,047 811,577

利益剰余金 113,550 200,502

自己株式 △3,053 △20

株主資本合計 3,468,113 4,202,227

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △18,213 ―

為替換算調整勘定 ― △2,059

その他の包括利益累計額合計 △18,213 △2,059

新株予約権 7,933 -

非支配株主持分 15,734 6,985

純資産合計 3,473,567 4,207,153

負債純資産合計 10,517,645 10,857,050
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 1,045,385 2,288,133

売上原価 554,471 1,533,089

売上総利益 490,914 755,044

販売費及び一般管理費 487,249 446,711

営業利益 3,664 308,332

営業外収益

受取利息 55 233

受取配当金 11 20

持分法による投資利益 13,177 7,991

その他 9,391 9,403

営業外収益合計 22,637 17,649

営業外費用

支払利息 78,184 72,154

株式交付費 - 27,010

支払手数料 6,468 9,571

その他 2,767 39

営業外費用合計 87,419 108,776

経常利益又は経常損失（△） △61,117 217,205

特別利益

助成金収入 ※１ 35,538 ※１ 7,907

その他 － 60

特別利益合計 35,538 7,967

特別損失

固定資産除却損 － 1,689

新型コロナウイルス感染症による損失 ※２ 28,460 ※２ 234

投資有価証券売却損 113 -

投資有価証券評価損 1,367 32,672

事業整理損 7,794 -

減損損失 ※３ 132,415 -

本社移転費用 － ※４ 4,766

環境対策費 － ※５ 2,345

その他 － 440

特別損失合計 170,151 42,148

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△195,730 183,024

法人税、住民税及び事業税 4,012 34,092

法人税等調整額 △2,133 179

法人税等合計 1,879 34,271

四半期純利益又は四半期純損失（△） △197,609 148,752

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） - △311

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△197,609 149,064

　



マーチャント・バンカーズ株式会社(3121) 2022年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

7

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △197,609 148,752

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △13,820 18,213

その他の包括利益合計 △13,820 18,213

四半期包括利益 △211,429 166,966

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △211,429 167,277

非支配株主に係る四半期包括利益 - △311
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

①自己株式の取得

当社は、当第３四半期連結累計期間において、2021年７月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式

113,000株、35,975千円を取得いたしました。

②自己株式の消却

当社は、2021年11月12日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式の消却を行うこ

とを決議し、2021年11月30日付で自己株式である127,666株、39,068千円を消却いたしました。この結果、資本

剰余金、自己株式がそれぞれ39,068千円減少し、当第３四半期連結会計期間末における株主資本は4,202千円

（前連結会計年度末3,468千円）となりました。

③新株予約権の権利行使

　当社は、当第３四半期連結累計期間において、第15回新株予約権の行使による払込みを受けました。この結

果、当第３四半期連結累計期間おいて資本金及び資本準備金がそれぞれ341,599千円増加し、当第３四半期連結

会計期間末において資本金3,190,167千円、資本準備金811,577千円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取れると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、収益認識

会計基準等の適用による四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　また、収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項のただし書きに定める経過的な取扱いに

従っておりますが、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間

に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。

（追加情報）

１．新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後

の広がり方や収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。

２．連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い

当社及び当社の連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（2020年法律第８号）において創設さ

れたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項

目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実

務対応報告第39号 2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第28号 2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額

について、改正前の税法の規定に基づいております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１ 助成金収入

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、雇用調整助成金等の特例措置の適用を受けたものであります。

当該支給額を特別利益に計上しております。

※２ 新型コロナウイルス感染症による損失

新型コロナウイルス感染拡大防止の取り組みとして、政府及び各自治体からの営業自粛要請や緊急事態宣言

を受け、当社グループにおいて店舗などの臨時休業や営業時間の短縮を実施いたしました。

このため、店舗などにおいて発生したこれらの対応に起因する費用(減価償却費・地代家賃・人件費など)を

特別損失に計上しております。

※３ 減損損失

前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年12月31日)

　当第３四半期連結累計期間において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類 減損損失

兵庫県加古川市 オペレーション事業
のれん 131,736千円

工具、器具及び備品 678千円

　当社グループは、原則として、事業用資産については事業所を基準としてグルーピングを行っており、遊

休資産については個別資産ごとにグルーピングを行っております。

　当社の連結子会社である株式会社ホテルシステム二十一（兵庫県加古川市）において、事業環境の変化に

伴い、想定していた収益が見込まれなくなり回収可能性が低下したため、帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、将来キャッシュ・フローが見込めな

いため回収可能価額は零として評価しております。

当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年12月31日)

　該当事項はありません。

※４ 本社移転費用

前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年12月31日)

　該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年12月31日)

　当社の本社移転に伴い発生した費用を計上しております。

※５ 環境対策費

前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年12月31日)

　該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年12月31日)

　PCB(ポリ塩化ビフェニル)廃棄物処理に必要となる環境対策費を計上しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１．

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２．

マーチャント・
バンキング事業

オペレーション
事業

売上高

外部顧客への売上高 552,294 493,091 1,045,385 ― 1,045,385

セグメント間の内部売上高
または振替高

6,805 － 6,805 △6,805 ―

計 559,099 493,091 1,052,191 △6,805 1,045,385

セグメント利益又は損失(△) 220,102 △85,980 134,121 △130,457 3,664

(注) １．セグメント利益の調整額△130,457千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に一般

管理費によりなっております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「オペレーション事業」セグメントにおいて、のれん及び工具、器具及び備品132,415千円を減損損失として特

別損失に計上しております。その内訳は、のれん131,736千円、工具、器具及び備品678千円であります。

なお、減損損失は特別損失のため、上記セグメント利益には含まれておりません。

（のれんの金額の重要な変動）

「マーチャント・バンキング事業」において、株式会社バルティック・フィンテック・ホールディングスを連

結子会社としたことにより、のれんの金額に重要な変動が生じております。なお、当該事象によるのれんの増加

額は、当第３四半期連結累計期間においては34,135千円であります。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１．

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２．

マーチャント・
バンキング事業

オペレーション
事業

売上高

外部顧客への売上高 1,782,671 505,462 2,288,133 ― 2,288,133

セグメント間の内部売上高
または振替高

528,525 ― 528,525 △528,525 ―

計 2,311,196 505,462 2,816,659 △528,525 2,288,133

セグメント利益又は損失(△) 520,722 △45,806 474,915 △166,582 308,332

(注) １．セグメント利益の調整額△166,582千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に一般

管理費によりなっております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する情報

（収益認識等に関する会計基準等の適用）

「（会計方針の変更）（収益認識に関する会計基準等の適用）」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の

期首より収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会計処理の方法を変更したため、事業セグメントの利

益又は損失の算定方法を同様に変更しております。なお、当第３四半期連結累計期間に係る各数値に与える影響

はありません。

　


